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第２ 【事業の状況】 

(1) 生産実績 

当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。 
  

 
(注) 生産実績は、生産本数で表示しております。 

  

(2) 受注実績 

当第２四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。 
  

 
(注) １ セグメント間取引については、相殺消去しております。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

(3) 販売実績 

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。 
  

 
(注) １ セグメント間取引については、相殺消去しております。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

  

１ 【生産、受注及び販売の状況】

事業の種類別セグメントの名称 生産本数

歯科製品関連事業（本） 440,554 

工業製品関連事業（本） 3,904 

合計 444,458 

事業の種類別セグメントの名称 受注高(千円) 受注残高(千円)

歯科製品関連事業 4,356,607 2,513,241

工業製品関連事業 356,103 139,373

その他事業 175,436 ―

合計 4,888,147 2,652,615

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円)

歯科製品関連事業 4,364,068 

工業製品関連事業 316,325 

その他事業 175,436 

合計 4,855,830 
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当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

  

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

(1) 経営成績の分析 

当第２四半期連結会計期間の経済環境は、昨年のサブプライムローン問題を発端とする世界的な金融

危機の最悪期からは脱出して一部に景気の底入れ感が見てきましたが、日本におきましては、企業の設

備投資の抑制は続いており、雇用や所得の減少により個人消費の低迷が続いております。海外におきま

しては、景気対策、財政出動が内需に結びついている国もありますが、全体的には景気回復への足取り

は重く、市場環境は依然として厳しい状況であります。 

 このような国内外の厳しい経営環境の中、海外販売割合の高い当社グループは、世界的な景気減速に

加え、円高による輸出競争力低下を背景にほぼ全てのセグメントで需要が低迷し、当第２四半期連結会

計期間の売上高は 4,855百万円となりました。一方、為替においては、急激な円高も落ち着きを見せた

ことにより為替差益 158百万円の計上等により経常利益は 1,714百万円となりましたが、投資有価証券

の売却に伴う特別損失 156百万円の計上等により四半期純利益は 934百万円となりました。 

  

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

  

（歯科製品関連事業） 

 市場の需要減に伴う売上の減少に加えて、外貨建売上高の円換算額が円高ドル安ユーロ安に伴い減少

いたしました。また、欧州においては、独集中倉庫が稼動したことに伴い、欧州代理店が保有する在庫

削減を進めております。この結果、売上高は、4,364百万円、営業利益は、2,016百万円となりました。

（工業製品関連事業） 

 景気の落ち込みを背景として、国内外で企業の大幅な生産調整や設備投資意欲の減少により、当社の

製品需要も大きく減少しました。この結果、売上高は、316百万円、営業利益は、109百万円となりまし

た。 

（その他事業） 

 修理等サービスは、景気減速の状況では、買い替えのサイクルが長引く傾向から、修理等が増加する

傾向にあります。この背景から売上高は、175百万円、営業利益は、14百万円となりました。 

  

所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。 

  

（日本） 

 軟調なところに加えて昨年独国に集中倉庫を新設したことに伴い、従来日本から輸出していた部分の

一部を欧州子会社を経由しての販売に変更したことなどにより売上高は減少いたしました。 

これらの結果、売上高は、3,084百万円、営業利益は、1,395百万円となりました。 

２ 【事業等のリスク】

３ 【経営上の重要な契約等】

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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（北アメリカ） 

 米国における歯科製品関連事業において昨年から開始したカナダ市場の販売が売上の嵩上げとなる一

方、米国内のOEM製品の販売が低調であった為、売上高は、258百万円、営業利益は、60百万円となりま

した。 

（ヨーロッパ） 

 当連結会計年度より、独集中倉庫から欧州市場に販売する商流変更を行ったこと、また、連結子会社

であるNSK UNITED KINGDOM LIMITED（英国）及びNSK-NAKANISHI DENTAL SPAIN S.A.（西国）が軌道に

乗りつつあることから売上高は増加しております。これらの結果、売上高は、1,189百万円、営業利益

は、222百万円となりました。 

（アジア） 

 中国市場の商流を変更したが、未だ代理店が十分な機能を果たしていないこと等により、売上高は、

116百万円、営業利益は、1百万円となりました。 

（その他） 

 NSK OCEANIA PTY.LIMITEDが、新規に連結されたことによりセグメントの追加となりました。税制優

遇等景気刺激策の影響を受け、売上高は、207百万円、営業利益は、65百万円となりました。 

(2) 財政状態の分析 

（資産） 

 流動資産は、前連結会計年度末に比べて、3,919百万円増加し、21,887百万円となりました。これ

は、現金及び預金が2,273百万円増加、有価証券が2,066百万円増加したことなどによります。固定資産

は、前連結会計年度末に比べて、1,143百万円減少し、10,998百万円となりました。これは、投資有価

証券の売却及び従業員に付保している養老保険の満期に伴う保険積立金の減少などによるものでありま

す。この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて、2,775百万円増加し、32,886百万円となりまし

た。 

（負債） 

 流動負債は、前連結会計年度末に比べて、1,300百万円増加し、4,346百万円となりました。これは、

未払法人税等が増加したことなどによります。固定負債は、前連結会計年度末に比べて、588百万円減

少し、1,130百万円となりました。これらは長期借入金のうち１年内返済予定分を短期借入金へ振替え

たことによるものであります。この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて、711百万円増加

し、5,477百万円となりました。 

（純資産） 

 純資産合計は、前連結会計年度末に比べて、2,063百万円増加し、27,408百万円となりました。これ

は、主として利益剰余金が1,763百万円増加したことなどによるものであります。 

─ 6 ─



(3) キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第１四半期連

結会計期間末に比べ261百万円増加し7,121百万円となりました。 

 当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの増減要因は、次のとおり

であります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は2,115百万円となりました。これは主として、税金等調整前四半期純

利益が1,553百万円、減価償却費が169百万円、投資有価証券売却損が156百万円、仕入債務の減少が85

百万円等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は632百万円となりました。これは主に、投資有価証券の売却や定期預

金の払い戻しで資金を得たものの、有価証券の取得や定期預金の預入により資金を使用したためであり

ます。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は1,314百万円となりました。これは主に、配当金の支払に加え、短期

借入金の返済を行ったためであります。 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業場及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。 

(5) 研究開発活動 

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は、385百万円であります。 

なお、当第２四半期連結会計期間の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 3,474,559

減価償却費 314,299

のれん償却額 18,988

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5,690

退職給付引当金の増減額（△は減少） 12,925

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,650

受取利息及び受取配当金 △61,480

支払利息 9,529

生命保険解約返戻金（△は益） △334,192

有形固定資産除却損 7,955

有形固定資産売却損益（△は益） 282

投資有価証券売却損益（△は益） 156,138

関係会社株式評価損益（△は益） 23,000

売上債権の増減額（△は増加） 655,993

たな卸資産の増減額（△は増加） 404,153

仕入債務の増減額（△は減少） △205,905

為替差損益（△は益） △392,526

その他 △198,673

小計 3,896,388

利息の受取額 60,116

利息の支払額 △9,232

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △641,093

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,306,179

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有価証券の取得による支出 △200,000

有形固定資産の取得による支出 △112,209

無形固定資産の取得による支出 △93,332

投資有価証券の取得による支出 △101,200

投資有価証券の売却による収入 1,290,622

定期預金の預入による支出 △6,000,000

定期預金の払戻による収入 3,501,424

保険積立金の積立による支出 △70,625

保険積立金の解約による収入 621,866

その他 △2,289

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,165,743

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △50,000

長期借入金の返済による支出 △312,456

自己株式の取得による支出 △287

配当金の支払額 △499,084

財務活動によるキャッシュ・フロー △861,828

現金及び現金同等物に係る換算差額 199,687

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,478,294

現金及び現金同等物の期首残高 5,480,656

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 162,554

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  7,121,505
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平成21年８月12日

株式会社ナカニシ 

取締役会 御中 

  
 

  
 

  
 

  
 

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社ナカニシの平成21年１月１日から平成21年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年１月１日から平成21

年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビ

ューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行

われた。 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ナカニシ及び連結子会社の平成21

年６月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の

経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。 

追記情報 

１．重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成21年８月10日開催の取締役会において、自己

株式を消却することを決議している。 

２．重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成21年８月10日開催の取締役会において、自己

株式を取得することを決議している。 

  

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上 

 
  

独立監査人の四半期レビュー報告書

新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員 
業務執行社員 

公認会計士  上  林  三 子 雄  印 

指定有限責任社員 
業務執行社員 

公認会計士  吉  田  英  志  印 

指定有限責任社員 
業務執行社員 

公認会計士  南  山  智  昭  印 

(注) １ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。 

２ 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 
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【英訳名】 NAKANISHI INC. 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長 中 西 英 一 

【最高財務責任者の役職氏名】 該当事項はありません。 

【本店の所在の場所】 栃木県鹿沼市下日向700番地 
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当社代表取締役社長中西英一は、当社の第58期第２四半期(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月

30日)の四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたしま

した。 

  

確認に当たり、特記すべき事項はありません。 

  

１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

２ 【特記事項】
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